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徳島ペンクラブ

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
の
発
表
と
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

『
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
36
』
に
掲
載
の
「
随

筆
、エ
ッ
セ
イ
、小
説
、評
論
、特
集
作
品
」（
散
文
部
門
）
と

「
俳
句
、
川
柳
、
短
歌
、
連
句
、
現
代
詩
」（
韻
文
部
門
）
の

二
部
門
で
、会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
投
票
い
た
だ
き
ま
し
た
。

投
票
方
法
を
今
回
、
新
し
く
し
ま
し
た
が
、
前
回
に
比

べ
て
二
倍
以
上
の
57
人
の
会
員
投
票
が
あ
り
ま
し
た
。
選

集
を
読
ま
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
力
作
の
作
品
に
投
票
し
て
い

た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
の
受
賞
者
及
び
次
点
は
、
次
の
方
々
で

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

○
「
随
筆
、
エ
ッ
セ
イ
、
小
説
、
評
論
、
特
集
」
部
門

最
優
秀
賞

「
十
字
架
の
入
浴
」
木
村
喜
美
子

優
秀
賞

「
夕
焼
け
空
は
希
望
色
」
鈴
木
綾
子

優
秀
賞

「
天
使
の
歌
声
」
竹
内
紘
子

次
点

「
も
っ
と
『
写
楽
』
を
。」
丁
山
俊
彦

次
点

「
カ
ラ
ス
の
ガ
ア
吉
」
小
川
公
三

次
点

「
医
者
が
女
性
ば
か
り
に
な
っ
た
な
ら
」

渡
辺
惠
子

○
「
俳
句
、
川
柳
、
短
歌
、
連
句
、
現
代
詩
」
部
門

い
し
だ
た
み

最
優
秀
賞

「
甃
」
船
越
淑
子

優
秀
賞

「
水
無
月
と
文
月
の
記
」
松
田
一
美

佳

作

「
ゆ
ら
ぎ
」
安
曇
統
太

次
点

「
私
信
」
松
尾
初
夏

次
点

「
ア
リ
ス
の
国
」
上
窪
青
樹

会
員
等
44
名
が
出
席
す
る

中
、
丁
山
会
長
よ
り
、
最
優

秀
賞
の
木
村
喜
美
子
さ
ん
、

船
越
淑
子
さ
ん
他
入
賞
さ
れ

た
方
々
に
賞
状
と
賞
品
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
・
優
秀
・
佳
作
の

六
作
品
は
、
徳
島
市
文
芸
誌

「
ま
ゆ
や
ま
」
に
掲
載
さ
れ

る
予
定
で
す
。

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞

授
賞
式

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞

授
賞
式

3
月
17
日

阿
波
観
光
ホ
テ
ル

3
月
17
日

阿
波
観
光
ホ
テ
ル

182号
2019年4月1日
（平成31年）

ご
出
席
を

２０１９年５月１９日㈰
午後４時～

阿波観光ホテル
詳細は、２頁をご覧下さい。

鈴木綾子さん 木村喜美子さん 竹内紘子さん

松田一美さん 船越淑子さん 安曇統太さん

1967年（昭和42年）創立

総

会

散
文
部
門
受
賞
者

韻
文
部
門
受
賞
者
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鈴
木
綾
子
副
会
長
が
講
演

総総
会会

5
月
19
日（
日
）
阿
波
観
光
ホ
テ
ル

皆様の御出席を

お待ちしています
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日

時

2
0
1
9
年
5
月
19
日（
日
）
午
後
4
時
か
ら

場

所

徳
島
駅
前

阿
波
観
光
ホ
テ
ル

講

演

テ
ー
マ
「
こ
こ
ろ
鴇
色
に
そ
め
て
」

講

師

阿
波
の
歴
史
を
小
説
に
す
る
会
事
務
局
長

す
ず
ら
ん
文
学
会
主
宰

鈴
木
綾
子
さ
ん

受

付

午
後
3
時
半
〜
4
時

講

演

午
後
4
時
〜
5
時

総

会

午
後
5
時
〜
6
時

懇
親
会

午
後
6
時
〜
8
時

会

費

6
、
0
0
0
円
（
懇
親
会
費
）

申

込

同
封
の
ハ
ガ
キ
用
紙
（
62
円
切
手
貼
付
を
）

備

考

申
込
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
連
絡
は
、
2
日
前
迄
に
お
願
い
し
ま
す
。

そ
れ
以
後
は
懇
親
会
費
を
請
求
さ
せ
て
頂
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

連
絡
先

安
曇
統
太

電
話
0
9
0
8
6
9
2
9
6
1
3

●
応
募
規
定

内
容
は
自
由（
エ
ッ
セ
イ
、
随
筆
、
主
張
な
ど
）。
1
人
一
編
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
未
発
表
の
作
品
に
限
る
。
Ａ
4
、
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
3

枚
以
上
5
枚
ま
で
（
縦
書
き
）。
ワ
ー
プ
ロ
の
場
合
は
Ａ
4
サ
イ
ズ
横
版
に

タ
テ
40
字
×
ヨ
コ
30
行
（
ポ
イ
ン
ト
12
）。
原
稿
用
紙
に
通
し
番
号
（
ペ
ー

ジ
）
を
記
入
。
1
行
目
に
作
品
名
と
氏
名
を
記
入
、
2
行
目
か
ら
本
文
。
別

ふ
り
が
な

ふ
り
が
な

紙
に
、
①
作
品
名

②
氏
名

③
性
別

④
年
齢

⑤
郵
便
番
号
・
住
所

⑥
電
話
番
号

⑦
学
校
名
・
学
年
（
学
生
・
生
徒
の
場
合
）
原
稿
に
添
付
。

筆
名
の
場
合
も
、
本
名
と
筆
名
を
記
入
。

●
応
募
資
格

徳
島
県
内
在
住
者
、
徳
島
県
出
身
者
、
外
国
人
の
方
は
日
本
語

で
応
募

●
作
品
送
付
先

〒
7
7
0
―

0
8
7
3

徳
島
市
東
沖
洲
2
丁
目
1
の
13

徳
島
県
教
育
印
刷
㈱
内
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ「
第
20
回
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
」係

●
締
め
切
り

2
0
1
9
年
6
月
30
日
（
当
日
消
印
有
効
）

●
発
表

8
月
（
予
定
）
徳
島
新
聞
に
発
表
、
お
よ
び
本
人
に
通
知

●
賞

▽

随
筆
大
賞

（
1
名
）

賞
状
・
賞
金
5
万
円

▽

富
士
正
晴
エ
ッ
セ
イ
賞
（
1
名
）

賞
状
・
賞
金
5
万
円

▽

佳
作

（
5
名
）

賞
状
・
賞
金
5
千
円

随
筆
大
賞
・
富
士
正
晴
エ
ッ
セ
イ
賞
の
作
品
は
2
0
1
9
年
12
月
発
行
予
定

の
「
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
」
に
掲
載
。

●
表
彰
式

9
月
8
日
（
日
）

場
所

阿
波
観
光
ホ
テ
ル

詳
細
は
後
日
、
受
賞
者
に
直
接
通
知
す
る

●
審
査
員

▽
依
岡
隆
児
・
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
教
授
▽
柏
木
康
治
・
徳
島

新
聞
生
活
文
化
部
部
次
長
▽
丁
山
俊
彦
・
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
▽
竹
内
菊

世
・
阿
波
の
歴
史
を
小
説
に
す
る
会
会
長

詳
し
い
こ
と
は

随
筆
大
賞
実
行
委
員
会
委
員
長
上
窪
青
樹
電
話
0
9
0
7
1
4
2
2
8
5
2

第第
2200
回回
とと
くく
しし
まま
随随
筆筆
大大
賞賞

回
と
く
し
ま
随
筆
大
賞

20第

６月３０日
応募締切

徳
島
新
聞
論
説
委
員
長
岡
本
光
雄
氏
講
演

「
徳
島
と
福
島
二
つ
の
ふ
る
さ
と
」

応募締切応募締切

富
士
正
晴
エ
ッ
セ
イ
賞
（
新
設
）

研 修 会研 修 会

６月３０日６月３０日

3月17日㈰3月17日㈰

研修会講師 岡本光雄氏研修会講師 岡本光雄氏

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と

福
島
と
、
第
二
の
ふ
る
さ
と

徳
島
に
つ
い
て
お
話
し
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。（
講
演
の

内
容
は
選
集
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
37
に

掲
載
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

皆
さ
ん
の
力
作
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
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ほんの
　　散歩道
出版された方は、ご連絡下さい

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

会
員
。
敬
称
略
。
佳
作
は
、
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
第
16
回
と
く
し
ま
文
学
賞
」

文
芸
評
論

最
優
秀
賞

山
本
枝
里
子
。

随
筆

優
秀
賞

粟
谷
健
、
松
尾
初
夏
。
連
句

最
優
秀
賞

二
橋
満
璃
・

洛
中
落
胡
。
優
秀
賞

関
眞
由
子
・
竹
内
菊
世
・
三
輪
和
。

「
心
に
響
く
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
」
2
0
1
8
最
優
秀
賞

渡
辺
惠
子
。

「
角
川
全
国
俳
句
・
短
歌
大
賞
」
徳
島
新
聞
社
賞

松
尾
初
夏
。

「
ふ
っ
と
／
そ
っ
と
／
そ
の
端
っ

こ
に

見
え
る
／
見
え
な
い
も
の
」

昨
年
の
十
一
月
五
日
、
徳
島
詩
壇

に
掲
載
さ
れ
た
桂
ゆ
た
か
さ
ん
の
詩

「
い
の
ち
」
で
す
。

感
銘
を
受
け
た
大
勢
の
読

者
の
一
人
と
し
て
、
読
ん
だ

直
後
か
ら
打
ち
の
め
さ
れ
、

震
え
ま
し
た
。
余
分
な
も
の

を
削
ぎ
落
と
し
た
短
い
こ
と

ば
に
魂
が
込
め
ら
れ
ペ
ン
の

潔
い
チ
カ
ラ
と
、
命
に
対
座

し
た
ひ
と
が
醸
し
出
す
深
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
わ
た
し
の

内
の
静
か
な
場
所
が
ぐ
ら
り

と
動
き
ま
し
た
。

す
ぐ
に
誰
か
に
伝
え
た

く
、
友
人
に
詩
語
と
読
後
感

を
メ
ー
ル
で
述
べ
、
あ
ふ
れ
く
る
想

い
を
受
け
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ

の
後
こ
の
四
行
詩
「
い
の
ち
」

は
日
を
置
き
年
を
跨
ぎ
な
が
ら
、
脈

打
つ
よ
う
に
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

徳
島
新
聞
の
鳴
潮
や
デ
ス
ク
日
誌
に

作
品
丸
ご
と
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
解
説
と
評
価
が
綴
ら
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
と
く
し
ま
出
版
録
で
は

『
二
〇
一
八
年
刊
詩
集
』
か
ら
桂
さ

ん
の
、
命
が
テ
ー
マ
の
一
編
「
そ
し

て
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
と
く
し
ま
詩
壇
選
者
の
清

水
恵
子
先
生
も
「
い
の
ち
」
の
詩
を

前
に
し
て
絶
句
し
、
涙
に
濡
れ
た
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
あ
る
数
々
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
、
桂
さ
ん
の
ご

冥
福
に
花
を
添
え
、
ご
家
族

へ
の
一
条
の
光
と
な
り
ま
す

よ
う
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。

き
っ
と
、
ず
っ
と
、
そ
の

真
ん
中
の
真
上
か
ら
、
会
員

の
ペ
ン
の
行
先
を
見
つ
め
て

く
だ
さ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

桂
さ
ん
ど
う
ぞ
ゆ
っ
た
り
と

お
休
み
も
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
に
。

桂
さ
ん
の
お
見
送
り
に
あ

た
り
、
丁
山
会
長
と
鈴
木
副
会
長
が

捧
げ
ら
れ
た
衷
心
よ
り
の
懇
切
丁
寧

な
弔
辞
。
桂
さ
ん
の
尊
い
意
志
を
胸

に
刻
み
、
会
員
皆
様
の
才
知
の
翼

下
、
及
ば
ず
な
が
ら
一
歩
一
歩
す
す

ん
で
い
け
た
ら
と
念
じ
て
い
ま
す
。

（
山
﨑

泰
子
）

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中野貴美さん
句集「葛の花」
四六判、188頁。
俳句アトラス発行。

山崎純世さん
絵本「遊山箱もっ
て」
Ａ4判。
教育出版センター
発行。

ペンそしていのちペンそしていのち

上野 隆さん
「米寿記念・上野隆
に於ける出版目録」
平成31年1月出版。
Ａ4判、218頁。
徳島県教育印刷。

三好昭一郎さん
「卒寿記念・阿波郷
土史研究ＰＡＲＴ15
・阿波九城制の展開
と解体」
Ａ5判、103頁。
阿波郷土史研究所発
行。「新編阿波史」
Ｂ6判、182頁。
原田印刷。

竹内紘子さん（編）
「ＮＨＫカルチャー
『文章サロン』受講
生作品集」
Ｂ6判、131頁。
イシダ測機印刷。
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溝

渕

匠
さ
ん
（
平
成
31
年
1
月
1
日
逝
去
）

桂

ゆ
た
か
さ
ん
（
平
成
31
年
1
月
12
日
逝
去
）

訃

報

ま
も
な
く
「
平
成
」
と

も
お
別
れ
で
す
。
そ
こ
で

「
平
成
最
後
の
文
学
散
歩
」

と
題
し
て
開
催
し
ま
す
。

徳
島
市
渭
東
方
面
の
文
学

碑
な
ど
を
巡
り
ま
す
。
開

催
日
の
4
月
29
日
は
今
上

天
皇
ご
退
位
の
前
日
と
な

り
ま
す
。
記
念
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
▼
平
成
31
年
4
月
29
日
（
月
・
祝
日
）

集

合
▼
午
前
9
時
50
分
、
徳
島
駅
前
東
高
速
バ
ス
乗
り
場
前

ス
タ
ー
ト
▼
午
前
10
時

コ
ー
ス
▼
徳
島
駅
前
東
高
速
バ
ス
乗
り
場
前
（
集
合
）
〜
野
口
雨
情
碑
〜

井
上
羽
城
歌
碑
〜
鳥
居
龍
蔵
胸
像
〜
海
野
十
三
文
学
碑
〜
関
寛
斎

像
〜
映
画
「
阿
波
の
踊
り
子
」
碑
〜
慈
光
寺
〜
海
野
十
三
旧
碑
〜

保
科
千
代
次
歌
碑
〜
モ
ラ
エ
ス
展
示
室
（
解
散
）

※
解
散
後
、
昼
食
会
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
▼
こ
の
文
学
散
歩
に
参
加
希
望
の
方
は
、
4
月
20
日
（
土
）
ま
で
に

昼
食
の
有
無
も
含
め
て
、
担
当
へ
電
話
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

担
当

丁
山
俊
彦

電
話
0
9
0
4
5
0
8
0
5
3
8

新
入
会
員

（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
推
薦
人
）

幸
田

清
子

〒
7
7
0
―
8
0
2
5

徳
島
市
三
軒
屋
外
2
3
―
9
9
（
船
越
淑
子
理
事
）

長
町

淳
子

〒
7
7
1
―
0
2
1
9

板
野
郡
松
茂
町
笹
木
野
八
上
1
1
5
―
3
（
船
越
淑
子
理
事
）

森
口

恭
子

〒
7
7
0
―
8
0
5
4

徳
島
市
山
城
町
西
2
丁
目
8
（
船
越
淑
子
理
事
）

山
口

晴
子

〒
7
7
0
―
8
0
5
6

徳
島
市
問
屋
町
1
3
9
（
船
越
淑
子
理
事
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

長
年
に
わ
た
り
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
功
績
に

深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
、
心
か
ら
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
合
掌
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
三
好
昭
一
郎
さ
ん
が
卒
寿
、

上
野
隆
さ
ん
が
米
寿
を
記
念

し
て
、
長
年
の
ご
研
鑽
を
本

に
著
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ご

労
苦
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
4
月
29
日（
月
・
祝
日
）に
春
の
文
学
散
歩
、
5
月
19

日（
日
）に
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
総
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
と
の
親
交
を
深
め
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

記
後

集
編

新町橋から見た郷文方向

平成最後の文学散歩

ペ
ン
ク
ラ
ブ
春
の
文
学
散
歩

平
成
最
後
の
文
学
散
歩

平
成
最
後
の
文
学
散
歩

4
月
29
日（
月
・
祝
日
）コース途中にある関寛斎像と石碑コース途中にある関寛斎像と石碑
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